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自由と創造のアート教育史

PART❶ 歴史から学ぶ 
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『西画指南』ロベルト・スコットボルン著・川上寛纂訳
(1871)／「生徒塗版上二向テ線図ヺ習ウノ図」

ものうつし ( 臨画 ) から自由画へ
日本の普通教育の美術教育の始まりは学制公布に
より、小学校の教科として「罫画」「画学」が規定
され、すぐに「図画」と改訂される。その目的は
眼と手の訓練、即ち経済成長と徴兵制のための工
業的図画を目指す臨画による技術教育であった。
明治初期の西洋模倣・鉛筆画時代を経て、その反
動から岡倉覚三、フェノロサによる国粋主義によ
る毛筆画が登場し、両者の論争の集結が外国の教
科書調査を経て「教育的図画」として小学校『新
定画帖』(1910) の編纂のよってなされた。
大正７(1918) 年画家の山本鼎が欧州留学を経て、
そこで見た臨画を批判し、写生を中心とした自由
画を奨励する「児童自由画の奨励」の講演を発端
とし、子どもの自由で創造的な表現を認める全国
的な自由画教育運動が展開されていった。しかし
ながら、ウィーンではすでに F. チゼックが子ども
の生まれつきの創造性を励まし伸ばす、いわゆる
創造主義美術教育の実験 (1897) を試み、その考え
方や方法論を啓蒙・確立していった。
第 1章アート教育の歴史研究では、現在でも継続
する創造主義の美術教育の検証と「造形遊びとワー
クショップ」、さら「ABR(Art based Research」と
いう探究ベースの新しいアートの学びを紹介する。

創造主義前史 Pre-History
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渡部勉吾編輯『小學毛筆圖畫帖』1892

私たち (アートの学び ) はどこから来
てどこへ行けばいいのか……？ !
社会がエゴイズムと分断によって益々生きづらく
なっている。人々は欲望に振り回されながら、コ
ンビニ化された同質の風景の中を漂いながら生き
ている。どうしたら、地に足を着けて自分の意志
／足で前を向いて歩いて行けるのか？ひとつの方
法として「歴史から学ぶ」がある。人類が循環を
繰り返しながら、叡智を蓄積し、耕し続けてきた
広大な無意識の世界を自分の意志・感情・思考で
確かめながら、必要なものを次に引き渡していく。
そういう作業が今必要だ！正解を求めようとしな
いで身体全体で学び、未来を創造するためのエッ
センス ( 理念 ) を新しい方法論に託していく。大
切なのは全体を俯瞰し、方向性を決めることだ。

F.Cizek ：創造主義美術教育のパイオニア
チゼックは「子ども独自の表現」を発見し、「Child Art」
と名付け、アート教育を創造性教育としたパイオニア

シュテバーン〈家族の絵〉1930年頃

ヴライズヴェッター〈幼児を抱く聖母マリアと天使たち〉
1917

ヴィオラ『Child Art』1948　

Franz Cizek(1865-1946)11915年頃

チゼックのアート／教育は当時のウィー
ンのアート ( ゼセッション／分離派）と
進歩主義教育の両方に貢献した独自の実
践である。前者では子どもの美術をキュ
ビスムにおけるアフリカ美術と同様に新
しいアートとして発見し、後者ではルソー
の『エミール』に見られる「子ども時代
の独自性」をアートの表現の中に見いだ
した。これらは当時の児童心理学の発達
やドイツ芸術教育運動のような新しい教
育思想の影響があった。
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国定図画教科書『新定画帖』小学校 6年男子用（1910）

山本鼎『自由画教育』1921
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山本鼎「自由画教育」登場

チゼックの児童美教室風景

1918

戦時下の美術教育

国定教科書『エノホン』四、文部
省は、芸能科図画・工作の１・２
年生用の教科書で、図画と工作の
合本されたものである。

戦時下の美術教育は目的がわかり
にくいと言われるアートの学びを
明確化したとも言われるが……、
皆さんはどう思う？
教科書は国立国会図書館デジタル
コレクション https://dl.ndl.go.jp/
で公開されている (モノクロ）。

1938

創造主義美術教育からはじめる…( 論点整理）
アートの学びを「自由と創造の歴史」と題した理由は ( 第 2次大戦後の）戦後教
育改革の中で、欧米から移入した「美術教育は子どもたちの創造性を育てる」を
理念とする創美 ( 創造美育協会・民間美術教育運動 ) から日本のアート教育が再
出発したことを振り返るためである。アートの学びがなぜ必要なのか。何ものに
もとらわれない自由と創造性について、その歴史からエッセンスを抽出し､ アー
ト／教育を学び直したい。美術教育にとって、子どもとその表現が重要なのは今
も昔も変わらない。しかし無批判に創造的だとする偏った児童中心主義は作品(結
果 ) 主義へつながり、50年経ってもいまだ定着せずという図画工作科の柱「造形
( 的な ) 遊び」(1977) の問題点となっていないだろうか。アートがモノ ( 作品 ) か
らコト ( コンセプト・出来事のプロセス）になって久しいが、現代のアート／教
育の間に在る溝はその学びにリアリティを失わせる要因になっている。
私は、アート学習の存在意義を「共にいきるためのレッスン」、つまりわかり合え
ない仲間でも否定しないで差異や多様性を受容し、( サイエンス的思考によって )
バラバラに断片化された世界をアートのもつ表現やコミュニケーション力によっ
て再統合し、これからつくろうとする共生社会の基礎になるべきだと考えており、
「インクルーシブアート教育」と命名した。分かれてしまった世界 ( 観 ) に戻すこ
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　　　　　　　　太平洋戦争時下の
　　　　　　　　アート教育
　　　　　　　　　　　日本は戦時体制下(1938)に入り、　　　
　　　　　　　　　　　国民学校令 (1941) が公布され、
　　　　　　　　　　　国民学校 ( 初等科 6年＋高等科 2
　　　　　　　　　　　年 ) が誕生する。
　　　　　　　　　　　芸能科図画・同工作が教科として
　　　　　　　　　　　設けられ、『エノホン』『芸能科図
画・工作』『高等科図画・工作』の国定教科書が編纂された。
内容は戦時体制下における「国民ノ基礎的錬成」が目的の
軍国主義的で、たとえば「敵機を見分けるために色彩を見
分ける訓練をする」( 色彩教育と視覚訓練 ) というような、
目的に向かって合理的で科学的な系統性という特色が目立
つ。

とはできない。しかし、それをイメージしながら、常に全体を意識し、自分
はどこに立って何を見つめどうしていったらいいのかを考える身体技法とし
て「アートの学び」は在ると考えている。「個人と社会の有機的統合」とは
H.Read(1893-1968) の "Education through Art 芸術による教育」のテーゼである
が、それを私は R.Steiner(1861-1925) の「教育芸術 Erziehungkunst」から学んだ。
「現代はアートの時代。アート ( こころ）を通して問題解決を図るのがよい時代だ」
（R, シュタイナー）。アートの学び年表は大きく３つのパートからなる。
Part １は「創造主義の再検討：創造美育協会・新しい絵の会・造形教育センター」
である。それぞれは創造主義 ( 民主主義）、認識主義 ( 社会主義）、近代主義 (資本
主義）( 穴澤秀隆）に対応するというまとめ方もできる。
Part ２はその帰結としての「造形遊びとワークショップ／アートプロジェクト」
である。創造主義美術教育は子どもの主体的な学びを推進するために設定された
が、教師の教えたい衝動との板挟み？になっており、創美が最初から問題にして
きた「教える／教えない」の教師論の問題点として引きつがえている。
Part ３はサイエンスの代わりにアートをリサーチの方法論として用いる「探究」
ベース＝プロセスの中で学びをつくる ABR(Art based Reseach) や A/r/tograpy と
してアートの学びを捉え直す試みである。ここには近代のロゴス中心主義や科学
万能主義の行き詰まりという認識があり、それを身体・感覚・感情・思考などの
有機体としての人間としてで世界を捉え直す総合的な知のツール／メディアとし
てアートの持つ探究力に注目する。つまり、「創造的なアートの考え方を研究文脈
に用いる、知識構築のための領域横断的アプローチ」(リーヴィー）と定義される。
この歴史研究は実証主義をベースにはしていない。「歴史はフィクション」ではな
いが、明日のアートの学びをつくるための想像力による贈り物となってほしい。

緊急告知 !!「アートの学び展」＠富岡市立美術博物館

テーマ：“分けない”アートの学び展を、美術館で：遊び /学び、障がい /健常

＠
“ちがいが響きあうアートの学び展” 分けない美術館をつくる。
私たちは今、「分けないアートの学び展」** を美術館で実現しようとし
ています。
この展覧会では・あそびと学び・表現する人と鑑賞する人・障害のある
人とない人・アートとサイエンス……
といった境界を分けず、誰もが表現し、誰もが感じ、共に学ぶ場をつく
ります。
美術教育研究者、美術教員、アーティストが集まり、インクルーシブな
学びのかたちを美術館という公共の場でひらく挑戦です。
ちがいを分けるのではなく、ちがいが響きあう社会へ。その第一歩とな
る展覧会を、ぜひ皆さんと一緒につくりたいと思っています。

①アート学習のインクルージョン：「分けない」からアートの学びを考
える：アート教育思想史からはじまり、古川聖「インタラクティブアー
ト」、布山タルトによる「KOMA OTO」、彫刻家・三輪道途と千葉県立
視覚支援学校生徒らによる「手で見る展示」、麦わら屋の作品展示と映
画「うたうかなた」、現代アートから学ぶセゾン美術館「あそびじゅつ」
など。
図版１「自由と創造の戦後アート教育史」：私たちの日常は均質化され
ふわふわ浮いたような生活になっています。地に足を着けて歩むために
今一度歴史をふりかえります。

図版 2　通級教室「ことばの教室」で繰り広げられる子どもたちの表現
活動にはうそがない。アートの本当の学びを考えるヒントがここにはあ
る。今子どもたちに本当に必要なアートの学びとは何か…教わることの
方が多いなと思ってしまう。

20026 年

図版４「三輪途道作品」：群馬県下仁田出身の全盲の彫刻家の作品。触
りやすいようにビー玉が練り込んである。
アートは目（視覚）だけで見るのが鑑賞ではない。彫刻はむしろ手（触
覚）でみるものだ。見えない人・見える人・煮えにくい人がいっしょに
するアート鑑賞体験。ここに新しい発見とインクルージョンがある。

図版５「塩川岳　エアードーム」：群馬富岡製糸にちなんで２つのドー
ムがつながった繭型をつくります。塩川岳は毎日のように学校やコミュ
ニティスペースに出かけて、子どもたちとアートをつくる。まさにアー
ティストはヒトモノコトをつなぐメディアとなっている。
https://shiokawa-takeshi.com/

2026.9.5（土 )～11.1( 日）
期間中関連シンポジウム、WSあり !!

皆様のお越しをお待ちしています
総合D：茂木一司 (跡見学園女子大学）

アートによる共生社会構築のための “アートインクルージョンの練習問題”

クラウドファンディングやってます！
美術館は山の上にアクセスが悪いです！


